
第4学年 社 会科学習指導案

日 時  平 成 15年 9月 3日 (水)5校 時

場 所  4年 2組  教 室

児 童  4年 2組  男 子 18人  女 子 10人  計 34人

授業者 山  購   愛

1 単 元名

「きょうどにつたわるねがい」 一 野 田の塩作リー

2 単 元について

(1)本 単元のねらい

本単元は、学習指導要領小学校第3・ 4学 年の目標及び内容 (5)「地域の人々の生

活にういて、次のことを見学、調査したり年表にまとめたりして調べ、人々の生活の変

化や人々の願い、地域の人々の生活の向上に尽くした先人の働きや苦心を考えるように

する。」を受けて設定したものである。

この単元では、昔の人々のくらしの様子や地域の人々の生活を向上させるために努力

した先人たちの様子を調べ、地域の開発に果たしてきた先人の働きについて理解したり、

当時の人々の願いや苦心について考えさせたりしていく。

(2)教 材について

野田村では、海水を利用した塩作りが背から行なわれており、江戸時代には南部藩の

生産を担 うほど製塩が盛んであった。それは、野田村は冷涼な気候のため米はほとんど

とれない状況で、棒や粟などの雑教の生産はあつたものの地域内の食糧自給は厳しく、

飯米などの生活必需品を確保するためには商品価値の高い塩を作り、内陸地へ運び米な

どの穀物と交換 していくほかなかったためである。

また、野田村の製塩は、「直煮製塩」という、独特の方法で行なわれていた。これは、

1 )ア ネ式海岸で水汲みに都合がいい場所があつたことや、一砂鉄鉱山があり鉄釜が安く手

に入うたこと、また、燃料となる薪が入手しやすかつたことなど条件がそろつていたた

めである。 しかし、海水を鉄釜に入れ薪を燃やながら一昼夜かけて煮詰めていくこの製

塩方法はかなりの重労働であわた:

作られた塩は、牛に乗せて2泊 3日 かけて内陸へ運び、物々交換によつて米 ・大豆な

どの穀物や日用品を得ていた。塩は内陸の人々にとつては貴重なものだつたので、塩 1

升と米 1升 、さらに沢内や鹿角などの奥地では米 3升 と交換していた。また、輸送物資 ・

商品の拡大とともに専業の牛方も現れた。

こうして、塩が流通することで市日も開設されるなど、村人の生活は安定していつた。

しかし、明治 38年 に塩専売制が施行されたことにより、明治43年 には野田の塩作り

も廃止されることとなった。現在は、野田村の歴史的な特色を生かし、地域の産業の振

興につなげ野田塩を後世に残していこうと、平成7年 に 「ふるさと野田研究グループ」

が結成され、さまざまな活動が行なわれている。



(3)児 宝の実態について

rど も達は、野田塩を使つた商品があることや、塩が海水から作られていること、ま

た塩の道があることなどを知っており野田塩についての関心は高い。しかし、現在、野

FJ塩は盛んに作られているわけではなく、日常生活において直接ふれる機会はほとんど

ない。そのため、野田で塩が作られた理由やその仕事に携わつていた人々のようすにつ

いて考える子どもは少ない。

社会科の学習においては、課題に対する自分なりの考えをもち、本などの資料を使う

たリインタビューしたりして、進んで調べようとする子が多い。 しかし、調べただけで

満足し、調べた事象のもつ意味や働きに気づくまでには至っていない。そこで、調べ学

科した内容からその意味を考え学び合う場を設定したり、体験的な活動を位置付け事象

に対する見方や考え方を深めさせたりしていきたい。

(4)指 導にあたって   ■

初めに村に残る歴史を探したり、塩作りを体験したりして昔の人々の様子や野田塩に

ついて興味。関心をもたせたい。そして、当時の塩作りの様子やその仕事に携わつた人々

の者心や努力について考えさせたい。その際、当時の様子が具体的にイメージできるよ

う拡大した写真等の資料を効果的に活用して、現在と比較 しながら考えさせていきたい。

また、体験的な活動を位置付けて塩の重要性や塩作りの大変さを実感させながら進めて

いきたい。

塩の販売にっいては、自分でテーマを選び調べまとめる学習を展開していく。調べ学

科を進めていく上で、子ども達の理解することができる資料が少なく、当時の様子を知

る手がかりとなるものも少ないので資料はある程度用意していきたい。調べた後、調べ

たことをもとに人々の願いや者心について、紙芝居などの表現活動を取り入れてまとめ

させたい。           ｀

単元の終末では、調べてまとめたものを発表 し、それを聞くことで野口の塩について

難解を深めさせたい。また、「ふるさと野田研究グループ」の方に来ていただき、その

お話を聞くことで、子どもたちが地域社会の上員としての自党をもち村の発展を願い、

地域社会の一員としての生き方について考えることができるよすにしていきたい。

3 単 元の旧標

(1)社 会的事象への関心 ・意欲 ・態度

当時の人々の生活の様子や野田の塩について関心をもち、塩作りや塩の販売に携わつ

、 た 人々の働きや苦心などを意欲的に調べようとする。

(2)社 会的思考 ・判断

塩作り・塩の販売に携わつた人々の働きや苦心などを使われていた道具を観察したり、

実際に体験してみたりしながら考えることができる。

(3)観 察 ・資料活用の技能 ・表現
ヤ  塩 の販売に関わる必要な資料を収集 したり、地図やグラフなどを読み取ったりしなが

ら調べたことをイラス トや文章に表すことがtき る:

(4)社 会的事象についての知識 ・理解

塩作り。塩の販売に携わった人々の工夫や努力によって人々の生活が安定し向上して

いつたことを理解することができる。



4 1に元の指導
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1 歴 史探しをし、4HLの人々のこ夫や願
↓均鞍洵 るヽものを発表し合い、自分た

ちのまちの歴史あるものに興味を持

化やせる。

。 身 近な地域【 昔に作られ今も残つてい

るものを調ドヽそれらrr作つた人々 の工夫

や願いなどを知ろうとする意欲を高める

ようにする。

関  煙 費探しを通して、皆に作られた

もの名 昔の人 の々工夫対暇セヽこつ

いて討ぺようとする。 ■

塩作り体験をして、野に,塩 ハの関

心を高める。

粗まどのようにして作らオkど のような

道具力導説才しているのかということにも

目を向けさせながら、塩作りの学習への

意欲づけを図る。

関  塩 作町犠筋 らヽ、塩昨り」申餅ばこ

携わつた人々 に開いをもち、それら

を調べようとする意欲をも■

8  野 田の垣について調べたいこ

とを決め、学習の見通しをもう。
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2 野 田村の背と今の生活の連↓Hこつ

いて調へ なぜ塩作り担島材こ行なわ

】じるようになったの力を話し合い、ま

とめる。        r

・ 野 田地方の気候と作物の収穂状況、食&

を確保するための必要性から製塩が行な

われるようになったことを知り、当時の

人々の願いについて考えることができる

ようにする。

知  塩 作りが盛んに行なわれるよう

になった理由がわかる。

思  当 時の人々 の願ヤヽこついて考え

ることができる。

1

3 野 田の粒の作り方を識べることを

通して,塩 作りに鵬わっていた人々の

静いや努力につしVて話し合し、まとめ

る。

・ 塩 の作り方を珊 をもと,こして詢、 そ

の仕事の内容や使用するものの準備に大

変な労力を費やしていたことを実感でき

るようにする。
口 野 田地方の地形や、そ巾 ち野

田独特の製塩方法が行なわれていたこと

を考えることができるようにする。

思  塩 昨 リカを知り、そ憾 1説

わつている人々の静いや努力を考

えることができる。

投  資 料などを活用して、塩作りの横

手を誘み取ることができる。
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r4こと牛方〕晦 の出 の中から調べ

る内容を選択し、資料をもとに識ベ

たり、地減のAに質問したりするなど

して、柱を版完するためのおいや野

力・郵 子〕崎 胴べ、効 り判
'く

表現する。

そ宮kれ の調銘 略 を郷課し、抑この

あるテーマを選択し、調査できるようにす

る。

子どもが理解できるような資料をいくつ

か準備する。

調べたことから、地域の人々 の願いとそ

の実現のために尽くした先人たちの働き

や静いについても考えることができるよ

うにする。

調べてきたことをもとに、その働きだけ

でなく、塩を販売するまでの浄ゆ 、

玖 去た 中ヽ づていた人々の

願いもおわるようtこ、イラストや文章でま
とめることができるようにする。

見学・資料・インタビューななか

ら、塩を月厨するためa静 醇

力 ・工夫を調べることができる。

調べたことから免人の働きや苦

,い、陸 よりよくしていこうとし

た思いを考えることができる。

見学,調査して調央たことを、分

かりやすくまとめることがてきる。
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訪べたことを発表し、ゲストティー

チャこ'競い話を開き、人々の生活が

どのように変わつていったのかと新

し合う。

調べたこと悌 を通して、塩の嘘竜に

携わつていた人々の働きや願いなどにつ

いて感じとらせるようにする。

ウ
rス

トティーチャーの方のお話を聞き、

先人の働きにより、現ψ tttど のよう

に発展してきたか考えることができるよ

う【こする。

知  地 域の昔の人 の々願い阜 先人の

働きにより地域がどのように発展

したの力均Sわかる。
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5 本 Hキの活動

(1)本 1時の|ギ標

甘の塩作りに多くの時間がかかつたわけを調べることを通して、塩作りに携わつていた人々

の洋心や努力を提えることができる。

(2)本 時の展開

ア 授 業場面の設定

ウ 本 時の展開

地域索材 問題解決学習の展開 学習時間

人 課題をもつ

学習素材と出会い、興味 ・関心をもつ

0素材に対して、「なぜだろう」「こうしたい」な

どの疑問や願いをもち、自己課題をたてる。

見通しをもつ

問題解決に向けて、見通しをもつ。
・予想をたてる。
・解決の方法を選択 。自己

60分

自然的事象

再長半ぎテモ場話景堰胃【魯昌シ̀梅歓掻:図委達|↑
力|

75分

社く1)家
伝え合う 調べたことや活動の様子を、自分の方法で表現

し、お互いの学びを交流 し合う。

90分ふ りかえる 交流をもとに自分の考えや感想をもち、自分の

学びに生かす。

イ 判 断基準

評価方法

(方法)

A

十分満足できる

B

おおむね満足

Cの 児童への

支援

思考' 川`断

使われていた道具

や施設、働いている

人やその働き方など

と関係づけて理由を

考えている。

・課題に対 し予

想 し、自分の考

えを記述する場

画

(ノー ト)

・道具や施設、働い

ている人やその働

き方など、さまざま

な面から理由を考

えて書くことがで

きる。

'道具や施設から

理由を考え書くこ

とができる。

・時間がかかつた

のは、今と昔の何

が違 うのか考え

させる。

思考・判trr

liキ|‖lがかかつた理

山をまとめ、塩作り

に携わつた人々の皆

心や努力を考えてい

る。‐1      1

・本時の学習を

ふ り返 り、ノー

トに記述する場

血

(ノー ト)

。道具の使い方や働

いてる人の様子に

ついて具体的に表

現し、それについて

自分の感想をもつ

ことができる。

・塩作りに多くの

時間がかかつた理

由について表現

し、自分の感想を

もつことができ

る。

・板書をもとに、

学習内容をふ り

返らせ、理由を考

えさせる。

段階 学習活動 教師の支援及び判断基準 靴

と

ら

え

る

　

５

分

1 肯 の野田の塩の作り方につ

いて話し合う。

2 本 時の学習内容を把握する。

むかしの塩作りは、なぜ多く

のH寺間がかかったのだろう。

・ 塩 作り体験を思い出させながら、告はどの

ようにして、塩が作られていたか想像させ
る。    ヽ

・ 塩 ができあがるまでの時間の違いから、学

習課題を設け る。

時間のグ

ラフ
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す
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分

(2)道 具を使つて調べる。

3 今 と比べて多くの時間がかか

つた理由を考え話し合う。

(1)由 分の考えをまとめる。

(2)考 えたことを発表する。
・使われていた道具 (釜・桶)
・施設 (小屋)
,働いている人 (煮る人 ・水

を汲む人)

4 発 表された内容について調べ

て確かめる。

(1)塩 作りの様子 (写真)か ら

調べる。

使われていた道具や施設、働いている人や

その働き方などに着目させ考えさせるよう

にする。

発表する際には、考えた根拠にも触れさせ

る。

道具 ・施設・働いている人を中心に発言内

容を分けながらまとめていく。

当時の塩作りの様子の写真を提示 し調べ

る。

使われていた道具や施設、働いている人、

働き方のことについて取り上げ、まとめてい

くように
‐
する。

塩作りの場所は1つの工場のようになつて

工夫されていたことを写真を見せながら理

解させる。

仕事を分担たり、交代したりして協力して

塩を作っていたことをとらえさせる。

実際に持つてみたり、比べてみたりしてそ

れぞれの仕事はとても大変であつたことを

実感できるようにする。

水汲みの仕事は、1昼夜にo60回 も汲み

上げたことを知らせ、重労働であつたことを

感じさせる。

子どもと煮子の1日 のスケジュール表か

ら、夜通しかけて働いて作つていた苦労を感

じ取らせる。

写真

2斗 入 り

桶

現在の子ど

もと煮子の

1日のスケ

ジュール表

ま

と

め

る

　

５

分

5 塩 作りに多くの時間がかかつ

た理由と、塩作 りに携わった

人々の背心や努力についてまと

める。

6 次 時の活動について知る。

・ 多 くの時間がかかつた理由と、塩作りに携

わつていた人々の苦心や努力の2つ のこと

についてまとめ、それについての自分の感想

をまとめさせ、何人力寸こ発表させる。

, 次 時は、なぜこのような製塩方法を行なつ

ていたの力報こついて学習することを知らせ

る。


